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「正会員に対する活動助成」活動報告書 

 

（ふりがな） 

団体名 
 公益社団法人 大分県社会福祉士会 

■活動報告の詳細 

活動名称 
ソーシャルワーカーの啓発及びに人材確保のためのパンフレット等の作成（ソ

ーシャルワーカー三団体統合の素地づくり含む） 

活動の目的 

公益社団法人 大分県社会福祉士会では、2024 年度においてソーシャルワー

カーの啓発を目的に一般社団法人大分県医療ソーシャルワーカー協会と大分県

精神福祉士協会と団体間協議を重ねて、三団体の協働で将来のソーシャルワー

カーを目指す若年層（中・高校生）をターゲットにソーシャルワーカーの啓発

及びに人材確保のためのパンフレット作製したところです。組織率の向上は、

短期的に社会福祉士養成校後の合格者だけをターゲットするのではなく、その

前の段階からアプローチをしていくことが肝心だという趣旨です。 

そこで、2024 年度においても、同様のパンフレットの続編を作製したいが、

その原資が不十分であることから本助成の申請に至っております。 

 また、本会ホームページ上でも特設サイトを構築してソーシャルワーカーの

魅力の発信も行いたい。 

 なお、今回のパンフレット作製は、ソーシャルワーカーの啓発及び人材確保

の観点以外にも三団体統合にむけての素地をつくり相互理解を促進させ団体間

の信頼関係を構築する上でも重要な事業を位置づけております。 

 

 

実施した活動の内容 

 

会議・研修会・イベン

ト等の開催日時、場所、

参加者数等の活動内容

の詳細を記入 

※別添（様式自由）に

て提出可 

 

①編集委員会を組織化してソーシャルワーカーの啓発及び人材育成を目的とし

た小冊子の作成。 

・編集委員会の開催 

第 1 回：2024 年 9 月 10 日（火）19：00～20：05 Zoom 

第 2 回：2024 年 11 月 19 日（火）19：00～19：40 Zoom 

第 3 回：2024 年 12 月 20 日（金）19：00～19：30 Zoom 

校了：12 月末 

納品：1 月中旬 

関係機関への発送：2 月 4 日他 

 

②本会の活動及び入会を促進するためのパンフレットの作成。 

・本会の活動及び入会を促進させるためのパンフレット（500 部） 

 三役内で随時メーリングリストにて協議：1 月中 

 校了：2 月上旬 

 納品：2 月下旬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

活動の成果 

 

① 編集委員会を通じて、ソーシャルワーカー関連団体間の相互理解と信頼

関係の構築、交流ができた。 

 

② 多分野で活躍するソーシャルワーカーを各団体より選出し、実践者とし

て紹介することで、学生が今後、進路を選択する際の目標や目指す職業

選択を醸成することができた。 

 

③ イベントや県内の全ての高等学校及び、全市の PTA連合会並びに県の補

助事業である出前講座で配布することで、ソーシャルワーカーの魅力を

発信することができた。 

 

④ 大分県医療ソーシャルワーカー協会及び大分県精神保健福祉士協会と

協働することで両団体との連携強化を図ることができた。なお、次年度

は 3団体間での連携協定書を締結する予定。 

活動実施を 

   通じての課題 

実施していく中で、見

えてきた活動遂行にお

ける課題 

第 3版以降は製作費を独自に支出しなければならない為、今後の作成費用

面での課題がある。 

活動の実施状況・実施

結果に関する情報の公

開 

 

あてはまるものにチェ

ックと内容詳細を記入

ください 

※貴法人のホームページでの公表は必須となります。 

情報の公開方法（複数選択可） 

 

■広報 

誌・会報誌等で公開 

（ホームページ                ） 

■その他 

（大分県内の教育委員会、高校へ冊子を配布、出前講座で学生に

配布） 
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　私たち人は、生まれてから死ぬまでの生活において、さまざまな困難に向き合わなければならない
時がくる。そして個人の努力だけでは乗り越えられない困難もあるかもしれない。そのようなとき、
その人に寄り添い、ともに困難を乗り越え、そっと背中を押してあげれるような人になりたい。

　ソーシャルワークとは、人々と環境とその相互作
用する接点に働きかけ、すべての人々の健康で文化
的な最低限度の生活を営む権利を実現し、ウェル
ビーイング（幸福）の状態を高めることを目指して
いくことです。
　近年、福祉ニーズの変化等に伴い、ソーシャルワー
カーの活躍の場は、高齢者支援、障がい者支援、子ども・
子育て支援、生活困窮者支援といった分野のみならず、
教育や司法などの様々な分野に拡がってきています。
今まさにソーシャルワーク専門職が行うソーシャル
ワークに対する期待は大きくなっています。

　日本におけるソーシャルワークは、独自の文化や制
度に欧米から学んだソーシャルワークを融合させて発
展してきています。現在の日本の社会は、高度な科学
技術を有し、めざましい経済発展を遂げた一方で、世
界に先駆けて少子高齢社会を経験し、個人・家族から
政治・経済にいたる多様な課題に向き合っています。
また日本に暮らす人々は、伝統的に自然環境との調和
を志向してきましたが、多発する自然災害や環境破壊
へのさらなる対応が求められています。

「ソーシャルワーク専門職のグローバル定義の
日本における展開」（2017年6月）

　ソーシャルワークは、社会変革と社会開発、社会的結束、および人々のエンパワメントと解放を促進する、
実践に基づいた専門職であり学問である。社会正義、人権、集団的責任、および多様性尊重の諸原理は、ソー
シャルワークの中核をなす。ソーシャルワークの理論、社会学科、人文学、および地域・民族固有の知を
基礎として、ソーシャルワークは、生活課題に取り組みウェルビーイングを高めるよう、人々やさまざま
な構造に働きかける。

「ソーシャルワーク専門職のグローバル定義」（2014 年 7月）

すべての人を思い・考え・ともに歩んでいく

人と社会の役に立ちたいと思う　

よりよい社会のために社会の仕組みや制度を変えていく

ソーシャルワーク（SOCIAL WORK）
社会は私たちソーシャルワーカーを必要としている

別府リハビリテーション
センター

矢坂 侑貴 さん

❶ 仕事内容
　当センターは回復期リハビリテーション病棟であり、
主に脳梗塞等の頭の病気や骨折等をした患者さんがリハ
ビリをする専門の病院です。
　ソーシャルワーカーは、患者・家族を中心に、医師、
看護師、介護福祉士やリハビリ専門職等と一緒にチーム
の一員として支援しています。患者さんやご家族が希望
する生活を安心して送られるように相談対応等支援して
います。

❷ 今の仕事を選んだきっかけ
　大学で社会福祉士という資格を知りました。患者さん
だけでなく、家族等の患者さんをとりまく環境にも働き
かけていく医療ソーシャルワーカーに興味を持ったこと
がきっかけです。

❸ やりがい、大切にしていること
　大切にしていることは、患者さんやご家族の思いや希望
をなるべく正確に汲むことを意識しています。
　また、たくさんの職種や関係機関と関わるため、相手の
立場を理解しようとする姿勢も大切にしていきたいと思っ
ています。

❹ 今後の目標や夢
　働き始めて６年目になり、仕事に慣れてきた面はあるも
のの、まだまだ知らないことやわからないことが多いた
め、学び続けていきたいと思います。また、患者さんやご
家族、関わる方々に対して、誠実さを持ち続けることので
きるソーシャルワーカーになりたいと思います。

❺ メッセージ
　医療ソーシャルワーカーはどんな経験も活かせる職業
だと思います。自分がしてきた経験が、会話のきっかけ
になることもあれば、支援の中で患者さんの生活そのも

のに変化をもたらすこともあるかもしれません。同じ経
験をしていても感じ方は人それぞれなので、経験がなく
ても、この人はこういう経験をしたんだな、こう感じて
るんだな、と寄り添う意識が一歩目になると考えます。
興味がある方はぜひ調べてみてください。

実践者の紹介 ❶

8：20 業務開始・記録の確認

病棟で申し送り

地域連携室申し送り

カンファレンス

退院調整会議

電話連絡

入院時面接、カンファレンス

休憩

リハビリ見学同席

主治医の病状説明に同席

自宅訪問同行

帰院・記録

業務終了

8：30

8：35

9：10

10：00

10：30

11：00

12：20

13：20

14：30

15：30

17：00

17：20

矢坂さんの仕事のある1日の流れ
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別府リハビリテーション
センター

矢坂 侑貴 さん

❶ 仕事内容
　当センターは回復期リハビリテーション病棟であり、
主に脳梗塞等の頭の病気や骨折等をした患者さんがリハ
ビリをする専門の病院です。
　ソーシャルワーカーは、患者・家族を中心に、医師、
看護師、介護福祉士やリハビリ専門職等と一緒にチーム
の一員として支援しています。患者さんやご家族が希望
する生活を安心して送られるように相談対応等支援して
います。

❷ 今の仕事を選んだきっかけ
　大学で社会福祉士という資格を知りました。患者さん
だけでなく、家族等の患者さんをとりまく環境にも働き
かけていく医療ソーシャルワーカーに興味を持ったこと
がきっかけです。

❸ やりがい、大切にしていること
　大切にしていることは、患者さんやご家族の思いや希望
をなるべく正確に汲むことを意識しています。
　また、たくさんの職種や関係機関と関わるため、相手の
立場を理解しようとする姿勢も大切にしていきたいと思っ
ています。

❹ 今後の目標や夢
　働き始めて６年目になり、仕事に慣れてきた面はあるも
のの、まだまだ知らないことやわからないことが多いた
め、学び続けていきたいと思います。また、患者さんやご
家族、関わる方々に対して、誠実さを持ち続けることので
きるソーシャルワーカーになりたいと思います。

❺ メッセージ
　医療ソーシャルワーカーはどんな経験も活かせる職業
だと思います。自分がしてきた経験が、会話のきっかけ
になることもあれば、支援の中で患者さんの生活そのも

のに変化をもたらすこともあるかもしれません。同じ経
験をしていても感じ方は人それぞれなので、経験がなく
ても、この人はこういう経験をしたんだな、こう感じて
るんだな、と寄り添う意識が一歩目になると考えます。
興味がある方はぜひ調べてみてください。

実践者の紹介 ❶

8：20 業務開始・記録の確認

病棟で申し送り

地域連携室申し送り

カンファレンス

退院調整会議

電話連絡

入院時面接、カンファレンス

休憩

リハビリ見学同席

主治医の病状説明に同席

自宅訪問同行

帰院・記録

業務終了

8：30

8：35

9：10

10：00

10：30

11：00

12：20

13：20

14：30

15：30

17：00

17：20

矢坂さんの仕事のある1日の流れ
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実践者の紹介 ❷

別府大学

今尾 顕太郎 さん

❶ 仕事内容
　私の仕事は、ソーシャルワーカーを目指す学生たち
に、必要な知識とスキルを教え、実践的な指導を通して
将来の支援者としての基盤を築いてもらうことです。講
義や演習を通して理論や技術を教えるだけでなく、学生
一人ひとりと向き合い、社会福祉に対する姿勢や考え方
の成長もサポートしています。また、研究活動を通じ
て、福祉の現場に新しい知見を提供し、ソーシャルワー
クの発展に貢献することも私の大切な役割です。

❷ 今の仕事を選んだきっかけ
　現場での実務経験を積む中で、ソーシャルワークの仕事
の意義を深く実感しました。そして、次世代の支援者たち
を育てることで、広く社会に貢献したいと考えるようにな
り、大学教員の道を志しました。学生時代の恩師が社会福
祉の本質を教えてくれたように、私も学生にとっての「指
針」となれる存在でありたいと願っています。

❸ やりがい、大切にしていること
　この仕事のやりがいは、何よりも学生たちが学び、成長
していく姿を見ることです。授業で新しい概念を理解した
り、実習で実際の現場に触れることで、彼らの視野が広が
り、支援者としての意識が深まっていく瞬間に立ち会える
ことは、私にとって大きな喜びです。また、学生と一緒に
課題に取り組む際には、彼らの考え方を尊重し、自主的な
学びを促すことを大切にしています。

❹ 今後の目標や夢
　今後の目標は、より多くの学生が実際の現場で活躍で
きるよう、実践的な教育をさらに充実させることです。
特に、AIやICT技術を活用した面接訓練システムの開発に
も注力し、学生が現場で求められるスキルを効率的に習
得できるような教育環境を整備していきたいと考えてい
ます。また、学生や卒業生がソーシャルワーカーとして

成長し続けられるようなネットワークを構築し、支援の
輪を広げていくことが私の夢です。

❺ メッセージ
　福祉の現場で必要とされる知識と技術を学び、人々の
生活を支える一助となるソーシャルワーカーの道は、や
りがいと充実感に満ちたものです。困難な時もあります
が、それを乗り越えた先に多くの人とのつながりや感動
が待っています。皆さんが一歩踏み出すことを心から応
援しています。未来の仲間として、ともに社会に貢献で
きることを楽しみにしています。

7：30 出勤、当日の講義準備、事務処理

9：00 会議

10：40 ソーシャルワーク実習指導

12：10 昼休み、午後の講義の準備

13：00 社会福祉の原理と政策

14：40 ソーシャルワーク演習Ⅴ

16：20 社会保障Ⅱ

17：50 提出物の確認、採点、卒論指導の準備

18：30 退勤

今尾さんの仕事のある1日の流れ

実践者の紹介 ❸

株式会社CFC
ワークプレイスｂホープ

國松 裕香 さん

❶ 仕事内容
　就労継続支援B型事業所は、心や身体の障害により一般
企業で働くことが難しい人に対して、就労や生産活動の
機会を提供する場所です。利用者さん一人ひとりに対し
てどのような支援が必要か見極めて、困りごとを共有し
たり、自立や社会参加を促すような関りをもったりして
います。私の職場では、内職・スキルアップを目的とし
た教室の開催・クッキーづくり・保護猫のお世話などを
行っています。

❷ 今の仕事を選んだきっかけ
　高校生時代に親の仕事関係で知った”ソーシャルワー
カー”に興味を持ち、ボランティア経験をしました。大学
では福祉を学び、資格を取り、その後は病院の相談員と
して働いてきました。次第に退院した後の患者さんの生
活や病気を抱える方の就労をサポートしたいと思い、今
の仕事に就いています。

❸ やりがい、大切にしていること
　利用者さんが作業を頑張っていたり、目標に向かって自
立していく姿をみると嬉しくなります。普段から『困った

ときに相談しやすいような関係作り』や『いきいきと働け
るような作業所の雰囲気づくり』を大事にしています。

❹ 今後の目標や夢
　まだまだ知識や経験が浅く、未熟なところも多々ありま
すが、利用者さん1人1人と向き合って信頼されるソー
シャルワーカーになりたいです。

❺ メッセージ
　福祉の仕事は人の人生に深く関わる仕事です。責任があ
り大変なことも多いですが、その分やりがいを感じる瞬間
がたくさんあります。皆さんと一緒に仕事をする日を楽し
みにしています。

8：00 出勤

帰りのミーティング15：00

利用者面談14：00

ネコの世話16：30

翌日の準備、記録の確認、
Instagram投稿・minne（ネットショップ）確認など

15：15

退勤17：00

朝のミーティング9：30

利用者送迎8：15

昼休憩12：00

外出（納品）9：50

内職作業の指示・検品、記録など12：50

國松さんの仕事のある1日の流れ

3



実践者の紹介 ❷

別府大学

今尾 顕太郎 さん

❶ 仕事内容
　私の仕事は、ソーシャルワーカーを目指す学生たち
に、必要な知識とスキルを教え、実践的な指導を通して
将来の支援者としての基盤を築いてもらうことです。講
義や演習を通して理論や技術を教えるだけでなく、学生
一人ひとりと向き合い、社会福祉に対する姿勢や考え方
の成長もサポートしています。また、研究活動を通じ
て、福祉の現場に新しい知見を提供し、ソーシャルワー
クの発展に貢献することも私の大切な役割です。

❷ 今の仕事を選んだきっかけ
　現場での実務経験を積む中で、ソーシャルワークの仕事
の意義を深く実感しました。そして、次世代の支援者たち
を育てることで、広く社会に貢献したいと考えるようにな
り、大学教員の道を志しました。学生時代の恩師が社会福
祉の本質を教えてくれたように、私も学生にとっての「指
針」となれる存在でありたいと願っています。

❸ やりがい、大切にしていること
　この仕事のやりがいは、何よりも学生たちが学び、成長
していく姿を見ることです。授業で新しい概念を理解した
り、実習で実際の現場に触れることで、彼らの視野が広が
り、支援者としての意識が深まっていく瞬間に立ち会える
ことは、私にとって大きな喜びです。また、学生と一緒に
課題に取り組む際には、彼らの考え方を尊重し、自主的な
学びを促すことを大切にしています。

❹ 今後の目標や夢
　今後の目標は、より多くの学生が実際の現場で活躍で
きるよう、実践的な教育をさらに充実させることです。
特に、AIやICT技術を活用した面接訓練システムの開発に
も注力し、学生が現場で求められるスキルを効率的に習
得できるような教育環境を整備していきたいと考えてい
ます。また、学生や卒業生がソーシャルワーカーとして

成長し続けられるようなネットワークを構築し、支援の
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❺ メッセージ
　福祉の現場で必要とされる知識と技術を学び、人々の
生活を支える一助となるソーシャルワーカーの道は、や
りがいと充実感に満ちたものです。困難な時もあります
が、それを乗り越えた先に多くの人とのつながりや感動
が待っています。皆さんが一歩踏み出すことを心から応
援しています。未来の仲間として、ともに社会に貢献で
きることを楽しみにしています。

7：30 出勤、当日の講義準備、事務処理

9：00 会議

10：40 ソーシャルワーク実習指導

12：10 昼休み、午後の講義の準備

13：00 社会福祉の原理と政策

14：40 ソーシャルワーク演習Ⅴ

16：20 社会保障Ⅱ

17：50 提出物の確認、採点、卒論指導の準備

18：30 退勤

今尾さんの仕事のある1日の流れ

実践者の紹介 ❸

株式会社CFC
ワークプレイスｂホープ

國松 裕香 さん

❶ 仕事内容
　就労継続支援B型事業所は、心や身体の障害により一般
企業で働くことが難しい人に対して、就労や生産活動の
機会を提供する場所です。利用者さん一人ひとりに対し
てどのような支援が必要か見極めて、困りごとを共有し
たり、自立や社会参加を促すような関りをもったりして
います。私の職場では、内職・スキルアップを目的とし
た教室の開催・クッキーづくり・保護猫のお世話などを
行っています。

❷ 今の仕事を選んだきっかけ
　高校生時代に親の仕事関係で知った”ソーシャルワー
カー”に興味を持ち、ボランティア経験をしました。大学
では福祉を学び、資格を取り、その後は病院の相談員と
して働いてきました。次第に退院した後の患者さんの生
活や病気を抱える方の就労をサポートしたいと思い、今
の仕事に就いています。

❸ やりがい、大切にしていること
　利用者さんが作業を頑張っていたり、目標に向かって自
立していく姿をみると嬉しくなります。普段から『困った

ときに相談しやすいような関係作り』や『いきいきと働け
るような作業所の雰囲気づくり』を大事にしています。

❹ 今後の目標や夢
　まだまだ知識や経験が浅く、未熟なところも多々ありま
すが、利用者さん1人1人と向き合って信頼されるソー
シャルワーカーになりたいです。

❺ メッセージ
　福祉の仕事は人の人生に深く関わる仕事です。責任があ
り大変なことも多いですが、その分やりがいを感じる瞬間
がたくさんあります。皆さんと一緒に仕事をする日を楽し
みにしています。

8：00 出勤

帰りのミーティング15：00

利用者面談14：00

ネコの世話16：30

翌日の準備、記録の確認、
Instagram投稿・minne（ネットショップ）確認など

15：15

退勤17：00

朝のミーティング9：30

利用者送迎8：15

昼休憩12：00

外出（納品）9：50

内職作業の指示・検品、記録など12：50

國松さんの仕事のある1日の流れ
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実践者の紹介 ❹

医療法人 明和会
佐藤病院

濵田 航介 さん

❶ 仕事内容
　精神科病院の相談員とし
て、外来受診や入院に関する
相談を受けたり、退院先の調
整を行ったりする相談業務を
中心に行っています。障害年
金や生活保護といった制度に
ついての相談もあるため、手
続きのお手伝いや、書類の作
成なども行っています。

❷ 今の仕事を選んだきっかけ
　大学卒業後は医療も福祉も全く関係ない一般企業に勤
めていました。職場の同僚が精神的に病んでしまい、そ
のことを知り合いのソーシャルワーカーに相談したこと
をきっかけに興味を持つようになりました。心の病気や
障害というものが自分の思っていた以上に身近なもので
あるということに気付き、困っている人の力になれるよ
うな仕事をしてみたいという思いから、専門学校に入学
しました。

❸ やりがい、大切にしていること
　「話してみてすっきりしました」「いろいろ聞いてくれ
てありがとう」と言ってもらえたり、自分がかかわった人
の生活が少しでも良い方向に向かった時にやりがいを感じ
ます。どのように支援すればいいか見当もつかないくらい
困難なケースもありますが、いろいろな人の力を借りなが
ら、問題を解決したり状況を改善できた時には「やってよ
かった！」と達成感を感じることができます。
　そのために、人とのつながりや関係性を大切にしてい
ます。ソーシャルワーカーは一人で出来ることは限られ
ているため、患者様とはもちろん、支援の輪に入ってく
れる人たちとの関係性を大切にすることが、より良い支
援につながると考えています。

❹ 今後の目標や夢
　ソーシャルワーカーとしての経験がまだまだ浅い為、
病気についての知識や福祉の制度だけでなく、身の周り
の社会資源についても知識をつけていきたいです。いろ
いろな人とのつながりを増やしながら、「頼りにな
る！」と言ってもらえるソーシャルワーカーになりたい
と思っています。

❺ メッセージ
　ソーシャルワーカーとしての関わりを通して、その人
の生い立ちや人となりを知ることが出来るのは、この仕
事の大きな魅力だと思います。
また、支援を考えていく中で
様々な人とつながることは自分
の人生も豊かにしてくれます。
少しでも興味を持ってもらえる
と嬉しいです。

8：30 出勤

15：00 電話相談対応

9：00 電話相談対応

9：30 書類作成

10：30 面談

12：00 休憩

13：00 入院対応

16：00 相談内容の記録、書類作成

17：00 退勤

濵田さんの仕事のある1日の流れ

実践者の紹介 ❺

大分市役所
大分市福祉事務所
子育て支援課

堀　理子 さん

❶ 仕事内容
　大分市では、4人の社会福祉
士がひとり親家庭を対象とした
相談対応をする自立支援員とし
て、子育て支援課に勤務してい
ます。離婚前相談に始まり、離
婚後のひとり親支援制度の申請
や、就労に繋がる支援、ひとり
親家庭のお子さんの進学支援と
しての福祉資金の貸付業務等を行っています。
　困りごとを抱えたひとり親の方に寄り添い、自立に向
けての支援全般を担う専門職です。

❷ 今の仕事を選んだきっかけ
　精神や発達障がいに関わる中で、子どもの発達障が
い支援の充実には、まず親御さんの支援が大切な事に
気づき、行政の中で直接支援に繋げる役割を担える自
立支援員として、自分のスキルを活かしたいと考えま
した。

❸ やりがい、大切にしていること
　悩みを抱えながら窓口に相談に来てくれたひとり親
の方々の気持ちに寄り添うことをまずは大切にしてい
ます。
　悩みをお聞きするうちに、その人の本来の力や本当
の気持ちに近づけたとき、何かしらの形に支援が動い
た時、暗かった相談者の表情が明るく変わった時、
やっていて良かったとその都度こちらも元気を頂いて
います。

❹ 今後の目標や夢
　ひとり親家庭が置き去りにされない支援の輪を今以上
に広げて行くことです。
　日々の仕事だけでなく、常に新しい情報を取り入れる

努力をし、周りと協働しながら誰もが住みやすいまちづ
くりに関わり続けたいと思っています。

❺ メッセージ
　ソーシャルワーカーは、人と
人を繋ぐスペシャリストです。
対人支援は難しさもあります
が、色々な人と関わることで、
多種多様な生き方を知ることが
出来て、多くの経験を得ること
もできます。そのスキルを活か
して相談者の未来に関わる希望
の種を見つける大切な役割を
ソーシャルワーカーは担っています。
　人を笑顔にできる素敵な仕事でもあります。人の痛み
に寄り添い、支えることで私たち自身の心も成長してい
く。そんな素敵なソーシャルワーカーが沢山生まれるこ
とを願っています。

8：30 出勤・朝礼

昼休憩12：00

前日の職務日誌の確認、窓口相談対応9：00

本日の対応記録作成16：30

退勤17：15

窓口相談対応、貸付業務、
事務作業、電話での相談対応

13：00

堀さんの仕事のある1日の流れ

mamma project まちてらづくり

地域貢献活動として
こんな活動もしています
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こんな活動もしています
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実践者の紹介 ❻

竹田市社会福祉協議会

高野 初輝 さん

❶ 仕事内容
　竹田市社会福祉協議
会（以下、社協）は、
住民一人ひとりの暮ら
し、生きがい、地域を
共に創っていく社会を
目指しています。具体
的には、地域住民によ
る支え合い活動や居場所づくり等への支援（地域づくり
活動）、高齢者や困窮等の生活課題への支援（様々な相
談への対応）、その他、デイサービス等の介護保険事業
や、保育所の運営等、幅広く活動しています。

❷ 今の仕事を選んだきっかけ
　社協では、住民一人ひとりはもちろん、自治会、福祉
事業所、病院、行政等の関係機関だけでなく、時には商
店や企業等とも繋がりを持ちながら地域福祉を展開しま
す。机に座りっぱなしではなく、いつも地域に出向い
て、様々な人、場所を訪れるため、数々の素敵な出会い
があります。
　学生時代の現場実習でこれを知り、社協で働きたいと
思いました。

❸ やりがい、大切にしていること
　例えば相談支援を通じ、お金がない、住環境が良くな
い等、苦しみの中で生活している方に寄り添い、地域、
医療、福祉等との繋がりをつくりながら、尊厳のある生
活が回復した時などは、何より喜びを感じます。
　その為にも、どのような相談でも断ることなく、快く
受け止め、まずはじっくりとその思いを受け止める、と
いうことを大切にしています。

❹ 今後の目標や夢
　社協では、「災害ボランティアセンター」の運営訓練

を定期的に行っています。被災した家の片付け等に助を
求めている方と、そのお手伝いを希望するボランティア
さんとのマッチングが主な役割です。地震や豪雨等、い
つでもどこでも災害が起こる今、これから益々必要性の
高い重要な役割だと思っています。

❺ メッセージ
　大分県には、災害
派遣福祉チーム「大
分DＷAT（でぃー
わっと）」がありま
す。大規模災害発生
時、一般避難所にお
ける高齢者、障がい
者等の要配慮者のサポートを行う福祉の専門職チームで
す。県内の福祉施設等約50法人、約300人が登録してお
り、万が一に備えた支援体制の構築が進められています。
社協の活動とあわせて、ぜひお見知りおきください。

8：30 出勤、ミーティング

9：00 連絡調整（電話、訪問）

12：15 お昼休み

10：30 相談支援（来所、訪問）

13：00 ケースカンファ／地域連携の為の会議

15：00 相談支援（来所、訪問）

16：00 記録、支援方針の検討

17：00 退勤

高野さんの仕事のある1日の流れ

実践者の紹介 ❼

❶ 仕事内容
　学校や児童生徒、ご家族、関係機関等からの相談を受
け、面談や家庭訪問を行いながら一緒に困りごとの解決に
あたるほか、福祉サービスの相談窓口や医療機関などの専
門機関につなぎ、児童生徒のみなさんが安心して過ごすこ
とができるようチームの一員として支える仕事です。

❷ 今の仕事を選んだきっかけ
　以前、地域包括支援センターの社会福祉士として勤務
していました。その中で、相談支援や地域のネットワー
ク構築に取り組むことにやりがいを感じ、高齢者の分野
だけでなく、他分野での相談支援もやってみたい！と興
味を持ったことがきっかけです。

❸ やりがい、大切にしていること
　不登校支援など、すぐに解決につながりにくいケース
や、ヤングケアラー支援では関わりが持てるようになる
までに時間を要するケースもありますが、関わりを継続
していくことで「今まで関わりが持てなかった保護者と
つながることができた」、「週1日登校できるようになっ
た」、「家庭の状況が安定し、子どもたちも学校で安定
してきている」など、少しずつでも良い方向に向かって
いることが共有できた時にやりがいを感じます。1人では
なく、学校やご家族、関係機関と連携しながら支援する
ことを心がけています。

❹ 今後の目標や夢
　どの分野に所属していても、その分野だけでは十分な
支援が行えないことが多いと感じるので、他機関・多職
種の方たちとのつながりを大切にしながら、自分自身も
自己研鑽していきたいです。

❺ メッセージ
　私は進路選択する時に「ソーシャルワーカーなりた
い！」と決めていたわけでありませんでした。でも、た
くさんの人たちと関わる中で「相談して良かった」と
言ってもらえたり、笑顔を見せてくれたりすることも多
く、今はソーシャルワーカーを選んで良かったと思って
います。これを読んで、少しでもソーシャルワーカーに
興味を持つ方たちが増えたら嬉しいです。

中津市教育委員会

江藤 あゆみ さん

退勤
(市教委に戻り連絡調整、記録作成 等)

17：00

江藤さんの仕事のある1日の流れ

9：00 出勤／連絡調整、情報共有等

重点配置校訪問／先生方との情報共有、
児童との面談、授業観察 等

10：00

児童との面談、授業観察、
ケース会議、サポート会議 等

13：00

給食12：30
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実践者の紹介 ❻

竹田市社会福祉協議会

高野 初輝 さん
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高野さんの仕事のある1日の流れ

実践者の紹介 ❼

❶ 仕事内容
　学校や児童生徒、ご家族、関係機関等からの相談を受
け、面談や家庭訪問を行いながら一緒に困りごとの解決に
あたるほか、福祉サービスの相談窓口や医療機関などの専
門機関につなぎ、児童生徒のみなさんが安心して過ごすこ
とができるようチームの一員として支える仕事です。

❷ 今の仕事を選んだきっかけ
　以前、地域包括支援センターの社会福祉士として勤務
していました。その中で、相談支援や地域のネットワー
ク構築に取り組むことにやりがいを感じ、高齢者の分野
だけでなく、他分野での相談支援もやってみたい！と興
味を持ったことがきっかけです。

❸ やりがい、大切にしていること
　不登校支援など、すぐに解決につながりにくいケース
や、ヤングケアラー支援では関わりが持てるようになる
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言ってもらえたり、笑顔を見せてくれたりすることも多
く、今はソーシャルワーカーを選んで良かったと思って
います。これを読んで、少しでもソーシャルワーカーに
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実践者の紹介 ❽

大分県立二豊学園

橋本 佳喜 さん

❶ 仕事内容
　大分県内で唯一の児童自立支援施設「二豊学園」に
て、児童自立支援専門員として、日々子ども達と起居を
共にしながら、自立に向けて支援を行っています。現在
私は男子寮寮長と野球部スタッフとして、主に男子児童
の支援にあたっています。日頃の生活を共にし、退園後
の生活を見据
え、子ども一
人一人と向き
合いながら、
児童相談所や
関係機関、保
護者などと連
携しながら支
援を行ってい
ます。

❷ 今の仕事を選んだきっかけ
　大学を出た後、資格取得のため専門学校に通っていま
したが、その時に縁があって一時保護所で夜間の舎監補
助をさせていただくことになりました。その時出会った
子ども達が、「先生、俺二豊に行くことなった」と言っ
てくることが続き、その時初めて二豊学園を知りまし
た。その年に保護所の職員の方から二豊学園の試験があ
るという話を聞き、退所した子ども達がどうなっている
のかを見たいという好奇心もあり働いてみたいと思いま
した。

❸ やりがい、大切にしていること
　様々な課題を抱えた子ども達を迎え、その子ども達と
向き合いながら、時には悩むことも多くありますが、そ
れでも少しずつ成長する姿を見ると、やってよかったな
と思います。日々子ども達と関わる中で大切にしている
ことは、「日頃を大切にし、当たり前を当たり前に」と

いうことです。毎日の生活の安定を図り、当たり前に三
食食べて、当たり前に学校に行って、当たり前に勉強し
て、当たり前に怒られて、当たり前に褒められ認められ
る、経験を当たり前に積むことです。

❹ 今後の目標や夢
　1人でも多くの子ども達が生きやすい環境を整えてあ
げることです。二豊学園に来た子ども達が「ここに来て
よかった」と思ってもらえるように、日々子ども達のた
めに、愛情と情熱を持って支援を続けていくことです。

❺ メッセージ
　子どもの可能性は無限大。その可能性を引き出し、子ど
も達が笑顔で幸せに過ご
せるような支援を一緒に
しませんか？きつく苦し
いこともありますが、そ
の分喜びや楽しみは大き
いです。

13：15 出勤、引き継ぎなど

15：30 部活動（野球部）

18：15 夕食

19：00 学習指導

20：00 夜のまとめの会

20：10 個別面接（寮内児童とその日の振り返り）

21：00 記録整理や職員間の振り返り

22：00 勤務終了

橋本さんの仕事のある1日の流れ
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かんたん用語集

地域
連携室

病院に入院している患者や家族が入院中や退院し自宅に帰ったり転院する場合
に、スムーズに生活が送れるように相談できる所で、そこにソーシャルワーカーが
働いています。

重点
配置校

教育委員会等がスクールソーシャルワーカーにあらかじめ、サポートして欲しい
学校を決めてそこで勤務する小中高等学校です。各市町村によって、サポートする
小中高等学校や勤務のスタイルは違います。

社会福祉
協議会

大分では、大分県社会福祉協議会と各市町村に社会福祉協議会が１カ所あります。
主に地域の中にある生活課題を住民の方や行政と協力しながら一緒になって解決
する活動を行う団体です。

大分
DWAT

大規模災害時に、避難所等で、高齢者や障がい者等の特に配慮を要する方に対して、
福祉・介護の困りをひろって、その場で支援等を行う、福祉支援の専門チームです。
福祉専門職（社会福祉士、介護福祉士、介護支援専門員等）の５名程度が１チームと
なって活動を行います。大分県では、平成30年12月に発足しました。
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生活保護
日本に住んでいる方で生活に困ってどうもならない場合に、申請によって生活を
まもる制度です。日本における最後のセーフティネット（最後のとりで）と言われ
ています。個々の世帯ごとに支援する内容や給付する金額は変わります。

回復期リハビリ
テーション病棟

病気やケガで治療が終わった後に、じっくりとリハビリをすること
を目的とした病院等です。

就労継続支援
B型事業所

何らかの障がいを持っている方が働く1つの事業所です。一般的な企業に
は就職は無理でも、ご本人に障がいの程度に合わせて簡単な軽作業等を
行って工賃を頂けるところです。大分県では約250か所あります。
ちなみに1カ月の平均工賃は月に約2万円です。

実践者の紹介 ❽

大分県立二豊学園

橋本 佳喜 さん

❶ 仕事内容
　大分県内で唯一の児童自立支援施設「二豊学園」に
て、児童自立支援専門員として、日々子ども達と起居を
共にしながら、自立に向けて支援を行っています。現在
私は男子寮寮長と野球部スタッフとして、主に男子児童
の支援にあたっています。日頃の生活を共にし、退園後
の生活を見据
え、子ども一
人一人と向き
合いながら、
児童相談所や
関係機関、保
護者などと連
携しながら支
援を行ってい
ます。

❷ 今の仕事を選んだきっかけ
　大学を出た後、資格取得のため専門学校に通っていま
したが、その時に縁があって一時保護所で夜間の舎監補
助をさせていただくことになりました。その時出会った
子ども達が、「先生、俺二豊に行くことなった」と言っ
てくることが続き、その時初めて二豊学園を知りまし
た。その年に保護所の職員の方から二豊学園の試験があ
るという話を聞き、退所した子ども達がどうなっている
のかを見たいという好奇心もあり働いてみたいと思いま
した。

❸ やりがい、大切にしていること
　様々な課題を抱えた子ども達を迎え、その子ども達と
向き合いながら、時には悩むことも多くありますが、そ
れでも少しずつ成長する姿を見ると、やってよかったな
と思います。日々子ども達と関わる中で大切にしている
ことは、「日頃を大切にし、当たり前を当たり前に」と

いうことです。毎日の生活の安定を図り、当たり前に三
食食べて、当たり前に学校に行って、当たり前に勉強し
て、当たり前に怒られて、当たり前に褒められ認められ
る、経験を当たり前に積むことです。

❹ 今後の目標や夢
　1人でも多くの子ども達が生きやすい環境を整えてあ
げることです。二豊学園に来た子ども達が「ここに来て
よかった」と思ってもらえるように、日々子ども達のた
めに、愛情と情熱を持って支援を続けていくことです。

❺ メッセージ
　子どもの可能性は無限大。その可能性を引き出し、子ど
も達が笑顔で幸せに過ご
せるような支援を一緒に
しませんか？きつく苦し
いこともありますが、そ
の分喜びや楽しみは大き
いです。

13：15 出勤、引き継ぎなど

15：30 部活動（野球部）
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20：00 夜のまとめの会
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橋本さんの仕事のある1日の流れ



ソーシャルワークとはみんなが幸せに
楽しく生きることができるように社会に向き合い、
困難な状況にある人に寄り添う仕事です。　
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